
No.19 アーバンスポーツ施設について                      （令和 6年 5月受付） 

内容 アーバンスポーツ施設は、町民が豊かに暮らせるようになる施設では

無いと思う。 

一過性のイベントより、持続可能なイベント、大多喜町に移住しよう

という魅力ある町づくりの為に税金は使って欲しい。 

回答 アーバンスポーツ施設についての｢町長への手紙｣の内容につきまし

て、次のとおりご回答申し上げます。 

貴重なご意見を賜り、誠にありがとうございます。アーバンスポーツ

施設に関するご懸念について、当町の計画と目指す方向性をご説明させ

ていただきます。 

まず、アーバンスポーツ施設の整備は、単に一過性のイベントを開催

するためではありません。この施設は、町の交流人口を増やし、地域経

済を活性化させるための重要な役割を担っています。スポーツを通じ

て、人々が集まり、交流を深めることで、新たなビジネスチャンスや雇

用の創出にも繋がると考えております。 

次に、アーバンスポーツを通じて、当町をスポーツの町としての認知

度を高めることを目指しています。町の自然と地形を活かしたサイクル

スポーツの推進は、健康社会の実現に寄与するだけでなく、観光振興に

も大きく貢献します。サイクリングコースの整備やイベントの開催は、

町外からの訪問者を惹きつけ、地域の魅力を全国に発信する機会となり

ます。 

最後に、私たちは町をサイクルスポーツのメッカとして位置づけ、長

期的な視点で町の発展を図りたいと考えています。これは、一時的なイ

ベントではなく、持続可能な町づくりの一環として、町民の皆様にとっ

ても豊かな暮らしを実現するためのものであると考えております。 



貴重なご意見を参考にしながら、町民の皆様が納得できる形で計画を

進めてまいります。今後ともご支援とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。 

 


